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　産業･放射性廃棄物の処理問題が顕在化するなか、これら処理施設の建
設と恒久的な維持管理のためには施設のみならず施設を取り囲む地盤特性の解明が重要である。従来、地盤
特性を未解明な特性値を便宜的代換値として評価しているケースが多く、100年オーダーでの長期にわたる
耐久性評価においては、特性値の種類すら決められていないのが現状である。試作した装置は、①遠心力載
荷試験装置、②模型劣化促進装置、③計測･評価システム、から構成されている。
①遠心力載荷試験装置は、回転部、駆動部、保護風防、制御･計測部、安全管理機器から構成され、最大の特
長は水平方向にアームが回転する（スイング機構）ことである。このスイング機構により、定速度状態の
みならず、加速状態にも常に模型地盤の鉛直下向きに加速度が作用する。
②模型地盤劣化促進装置は、模型地盤に対して化学的風化を作用させる「劣化溶液供給装置」と物理的風化
を作用させるための「短周期凍結融解装置」から構成されている。
③計測･評価システムは、画像と各種計測機器から構成され、計測機器類のデータはワイヤレスデーターロ
ガーにより無線で伝送されるシステムとなっている。
これらの構成により、本装置は自然環境に近い状態での模型試験が可能で、さらに模型地盤の劣化速度を

速くすることで比較的短い時間で地盤の耐久性評価ができる。今後は、環境調和型公共施設全体（施設＋基
盤）の耐久性評価のみならず、法面緑化工など自然環境を配慮した工法の耐久性評価などへの展開が期待で
きる。
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